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高
橋
会
長
年
頭
ご
挨
拶 

 

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。 

 

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
ご
家
族
と

も
ど
も
良
い
年
を
お
迎
え
に
な
ら
れ
た

こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
旧
年

中
は
大
変
ご
協
力
を
賜
り
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
本
年
も
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

昨
年
は
度
重
な
る
台
風
の
本
土
上
陸

や
、
新
潟
県
中
越
大
地
震
な
ど
天
災
が

相
次
ぎ
ま
し
た
が
、
皆
様
方
の
ご
郷
里

や
親
し
い
方
に
ご
被
害
は
無
か
っ
た
か
、

お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
今
年
は
こ

の
よ
う
な
天
災
の
少
な
い
穏
や
か
な
年

に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。 

 

当
Ｏ
Ｂ
会
は
今
年
創
立
十
五
周
年
を

迎
え
、
会
員
数
も
発
足
時
の
三
倍
を
超

え
る
約
五
七
〇
名
に
な
り
ま
し
た
。
会

の
運
営
方
針
と
し
て
は
、
年
一
回
の
総

会
の
ほ
か
、
引
き
続
き
ス
ポ
ー
ツ
や
歩

こ
う
会
な
ど
健
康
増
進
の
会
や
、
趣
味

の
会
な
ど
の
催
し
を
進
め
、
会
員
相
互

の
親
睦
を
深
め
る
と
と
も
に
、
会
員
の

皆
様
の
心
身
の
健
康
維
持
に
お
役
立
ち

で
き
る
こ
と
を
念
じ
て
取
り
組
ん
で
い

く
つ
も
り
で
す
。
こ
れ
ら
の
会
の
運
営

に
携
わ
れ
て
い
る
方
々
の
ご
努
力
に
感

謝
い
た
し
ま
す
と
共
に
、
お
時
間
の
許

さ
れ
る
方
の
多
数
ご
参
加
を
望
ん
で
お

り
ま
す
。「
Ｏ
Ｂ
会
だ
よ
り
」
は
紙
面
に

限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
ら
の
活

動
の
詳
細
は
写
真
と
共
に
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
は
こ
の
ほ
か
会
員
個
人
の
ユ

ニ
ー
ク
な
活
動
の
投
稿
も
載
せ
て
お
り

ま
す
の
で
、
是
非
ご
覧
い
た
だ
き
た
く

思
っ
て
い
ま
す
。 

 
本
年
の
総
会
は
樹
脂
本
社
会
議
室
で

開
催
し
、
懇
親
会
は
そ
の
十
五
階
に
あ

る
三
菱
ク
ラ
ブ
に
て
行
な
う
予
定
で
す

の
で
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

 

皆
様
の
益
々
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を

お
祈
り
申
し
上
げ
新
年
の
ご
挨
拶
と
し

ま
す
。 

 
 

  

大
阪
支
部
定
期
総
会 

平
成
十
六
年
十
一
月
十
二
日
（
金
） 

場
所 

神
戸
三
宮
「
東
天
紅
」 

出
席
者
十
八
名 

山
口
滋
支
部
長
、
小
野
博
三
、
中
村

光
男
、
町
田
富
美
夫
、
宮
本
二
四
彦
、

日
野
繁
、
南
光
弘
、
内
藤
次
生
、
宇
塚

正
、
山
口
陸
雄
、
吉
田
康
子
、
岡
本
益

弘
、
奥
田
公
具
、
福
井
久
、
熊
倉
寛
、

松
本
弘
、
山
本
功
、
平
井
穣 

総
会
開
始
に
当
り
支
部
長
よ
り
参
加

予
定
の
加
藤
敏
雄
さ
ん
、
井
上
湛
弘
さ

ん
、
小
森
善
成
さ
ん
が
急
に
欠
席
と
の

報
告
あ
り
残
念
の
声
し
き
り
、
一
方
、

遠
方
よ
り
小
野
さ
ん
、
日
野
さ
ん
が
参

加
さ
れ
紹
介
が
あ
っ
た
。 

支
部
Ｏ
Ｂ
会
総
会
で
は
樹
楽
会
ハ
イ

キ
ン
グ
（
五
回
）
ゴ
ル
フ
会
（
二
回
）

花
見
会
の
年
次
報
告
、
会
員
異
動
の
報

告
が
あ
っ
た
。 

 
 

 

席
を
変
え
て
懇
親
会
で
あ
る
。
自
然

の
成
り
行
き
と
い
う
か
概
ね
年
代
別
に

三
テ
ー
ブ
ル
に
分
か
れ
た
一
同
は
夫
々

の
回
顧
談
、
現
況
な
ど
の
話
に
花
を
咲

か
せ
て
い
る
。 

 

 

六
甲
の
山
並
が
暮
れ
な
ず
み
、
や
が

て
お
酒
も
ま
わ
り
席
も
入
り
乱
れ
た
頃

合
を
見
て
、
名
残
り
を
惜
し
み
な
が
ら

の
閉
会
と
な
っ
た
。 

 

そ
の
後
宮
本
さ
ん
を
先
頭
に
有
志
七

人
が
ス
ナ
ッ
ク
で
二
次
会
、
元
気
良
く

歌
い
騒
ぎ
千
鳥
足
で
各
方
面
の
家
路
に

つ
い
た
模
様
で
あ
る
。 

（
熊
倉
寛
記
）  

 

名
古
屋
支
部
懇
親
会 

平
成
十
六
年
十
一
月
十
六
日(

火) 

正
午
～
午
後
二
時 

 

場
所 

東
天
紅 

出
席
者 

赤
江
孝
之
、
池
田
浩
司
、
伊

藤
壽
、
岡
田
英
夫
、
合
原
精
一
、
杉
山

英
雄
、
高
橋
恭
明
、
谷
口
厚
生
、
玉
木

正
良
、
中
島
次
郎
、
円
山
普
薫
、
簔
島

勝
、
宮
内
勉
、
岸
川
茂 

 

本
年
度
の
懇
親
会
は
交
通
の
便
を
考

え
昨
年
度
に
引
き
続
き
「
東
天
紅
」
で

開
催
し
ま
し
た
。 

 
 
 

 

 

初
参
加
の
方
が
二
名
、
新
会
員
一
名

が
加
わ
り
会
場
は
賑
や
か
な
雰
囲
気
に

包
ま
れ
ま
し
た
。 

 

一
年
振
り
、
中
に
は
数
年
振
り
に
出

会
っ
た
人
も
多
く
、
昔
話
や
お
互
い
の

近
況
交
換
に
興
じ
て
い
る
内
に
予
定
の

時
間
に
な
っ
た
の
で
再
会
を
約
し
散
会

し
ま
し
た
。 

 
今
、
中
部
地
域
に
は
こ
れ
ま
で
に
な

く
「
元
気
」
が
漲
っ
て
い
る
よ
う
に
思

い
ま
す
。 

 

昨
秋
に
は
中
日
ド
ラ
ゴ
ン
ズ
が
五
十

年
振
り
の
日
本
シ
リ
ー
ズ
優
勝
を
か
け

て
善
戦
し
、
今
春
は
中
部
国
際
空
港
・

愛
知
万
博
の
巨
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
続

い
て
花
を
咲
か
せ
ま
す
。 

 

我
が
Ｏ
Ｂ
会
も
細
や
か
な
が
ら
「
地

域
の
元
気
」
に
あ
や
か
り
、
何
時
ま
で

も
「
元
気
」
を
保
ち
会
員
相
互
の
絆
を

強
め
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。 

 
 
 
 
 
 

（
岸
川
茂
記
） 

 

本
年
度
Ｏ
Ｂ
会
総
会
予
告 

平
成
十
七
年
五
月
二
十
日
（
金
） 

総
会 

 

樹
脂
本
社
会
議
室 

懇
親
会 

三
菱
ク
ラ
ブ
（
三
菱
ビ
ル
十

五
階
） 

詳
細
は
後
日
ご
連
絡
し
ま
す
。 

 

歩
こ
う
会 

 

本
部
第
四
十
回
歩
こ
う
会 

 

吾
妻
山
ハ
イ
キ
ン
グ 

 

平
成
十
六
年
十
月
二
十
五
日
（
月
） 

参
加
者
二
十
三
名 

石
射
祥
光
、
石
川

晃
司
、
市
村
義
雄
、
岩
崎
俊
二
郎
、
岩

田
幸
三
、
小
倉
武
司
、
尾
上
昭
夫
、
木

原
仁
博
、
坂
本
堅
一
、
清
水
康
次
、
高

橋
健
二
、
高
橋
義
衛
、
田
中
須
賀
夫
、

土
川
猛
弘
、
永
井
正
義
、
中
川
実
信
、

野
中
矩
仁
、
藤
原
志
朗
、
森
口
勝
、
山

田
守
士
、
山
根
邦
章
、
山
本
猛
、
吉
井

靖 

 

暖
か
く
良
い
天
気
に
恵
ま
れ
絶
好
の

ハ
イ
キ
ン
グ
日
和
と
な
っ
た
。 

 

二
宮
駅
北
口
を
ス
タ
ー
ト
、
急
な
階

段
道
を
登
っ
て
吾
妻
山
頂
上
に
到
着
。

遠
く
は
霞
ん
で
い
た
が
、
平
塚
、
小
田

原
、
奏
野
方
面
や
船
が
行
き
来
す
る
相

お
元
気
で
す
か 

 

三
菱
樹
脂
Ｏ
Ｂ
会
だ
よ
り
第
十
一
号 
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模
湾
を
眺
め
る
こ
と
が
で
き
た
。「
日

本
武
尊
」
の
妃
「
弟
橘
媛
」
を
祀
っ
た

吾
妻
神
社
に
詣
で
る
。 

 

山
頂
出
発
、
知
足
寺
に
行
く
。
こ
の

寺
に
は
曽
我
五
郎
、
十
郎
兄
弟
の
墓
が

あ
り
、
そ
の
前
に
は
皇
太
子
浩
宮
の
ご

参
詣
記
念
碑
が
あ
っ
た
。
誰
言
う
と
な

く
「
浩
宮
が
来
ら
れ
た
の
な
ら
曽
我
兄

弟
の
墓
に
間
違
い
な
い
！
」
と
い
う
話

に
な
り
、
全
員
妙
に
納
得
。
実
は
曽
我

兄
弟
の
墓
と
言
う
の
が
何
箇
所
か
あ
る

よ
う
だ
。 

 
 

 

そ
の
後
、
徳
富
蘇
峰
記
念
館
を
訪
れ
、

女
性
解
説
員
の
名
調
子
に
聞
き
入
っ
た
。

午
後
四
時
記
念
館
に
別
れ
を
告
げ
、
二

宮
駅
南
口
の
ガ
ラ
ス
の
う
さ
ぎ
像
前
に

到
着
。
こ
こ
で
一
応
解
散
し
、
引
き
続

い
て
二
十
名
は
近
く
の
居
酒
屋
で
打
ち

上
げ
を
行
な
い
、
無
事
終
了
し
た
。 

（
野
中
矩
仁
記
） 

 

本
部
第
四
十
一
回
歩
こ
う
会 

 

寄
席
演
芸
を
楽
し
む 

平
成
十
六
年
十
二
月
二
日
（
木
） 

国
立
演
芸
場 

参
加
者
十
五
名 

 

 

青
山
新
太
郎
、
荒
木
秀
浩
、
石
橋
正

康
、
市
村
義
雄
、
岩
田
幸
三
、
香
川
重

雄
、
加
藤
進
、
坂
本
堅
一
、
篠
島
秀
明
、

谷
口
勝
利
、
柘
植
茂
、
徳
光
文
穂
、
原

田
浩
次
、
松
内
俊
夫
、
吉
井
靖 

 

会
場
は
ほ
ぼ
七
分
の
入
り
。
買
っ
て

き
た
弁
当
を
早
速
開
い
て
く
つ
ろ
ぐ
。

十
二
時
四
十
五
分
開
演
。 

前
座 

三
笑
亭
司
女
次
「
つ
る
（
鶴
）」 

落
語 

春
風
亭
柳
之
助
「
時
そ
ば
」 

も
の
ま
ね 

江
戸
家
ま
ね
き
猫
「
枕
草

子
・
動
物
の
な
き
ま
ね
」 

落
語 

桂
小
文
治
「
片
棒
」 

コ
ン
ト 

コ
ン
ト
Ｄ
５
１
「
お
芝
居
・

家
の
リ
フ
ォ
ー
ム
」 

講
談 
神
田
伯
龍
「
日
光
み
や
げ
・
母

の
慈
愛
」 

歌
謡
漫
談 
東
京
ボ
ー
イ
ズ
「
コ
ン
ト

入
り
歌
謡
シ
ョ
ー
」 

落
語 

雷
門
助
六
「
浮
世
床
」「
お
い
と

こ
踊
り
」 

紙
切
り 

林
家
今
丸 

落
語 

三
笑
亭
夢
太
朗
「
寝
床
」 

 
 

 

「
お
い
と
こ
踊
り
」
と
は
家
康
に
抵

抗
し
た
豊
臣
家
臣
た
ち
の｢

落
武
者｣

同

志
が
飲
み
歩
く
姿
を
表
現
し
た
も
の
。

紙
切
り
で
は
客
席
の
リ
ク
エ
ス
ト
に

「
冬
ソ
ナ
」
の
声
も
掛
か
る
。
客
席
と

の
や
り
と
り
の
中
、
歌
あ
り
、
踊
り
あ

り
、
笑
い
あ
り
と
寄
席
な
ら
で
は
の
雰

囲
気
。
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
楽
し
い
一

時
を
過
ご
し
た
後
、「
え
ぞ
会
席
」
に
移

り
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

(

吉
井
靖
記) 

 

大
阪
支
部
第
十
四
回
樹
楽
会 

 

山
科
か
ら
大
津
へ 

 

平
成
十
六
年
十
一
月
一
日
（
月
） 

参
加
十
一
名 

岡
本
益
弘
、
熊
倉
寛
、

内
藤
次
生
、
中
村
利
之
（
長
浜
）、
平
井

穣
、
福
井
久
、
町
田
富
美
夫
、
松
本
弘

夫
妻
、
山
口
陸
雄
、
吉
田
康
子 

 

九
時
半
山
科
駅
前
集
合
、
予
定
の
コ

ー
ス
は
ぬ
か
る
み
が
心
配
さ
れ
る
と
い

う
こ
と
で
、
こ
の
辺
り
の
地
理
に
滅
法

詳
し
い
町
田
さ
ん
に
付
き
従
う
こ
と
と

し
た
。 

 
 

 

先
ず
は
琵
琶
湖
疎
水
に
沿
っ
て
歩
き

始
め
る
が
、
紅
葉
の
時
期
に
は
尚
早
か

つ
台
風
の
影
響
も
あ
る
よ
う
で
、
や
や

侘
び
し
げ
な
風
情
で
あ
る
。 

 

小
休
憩
を
挟
み
林
道
を
歩
き
続
け
る

と
「
普
門
寺
前
」
分
岐
点
に
至
る
。 

 

や
が
て
旧
い
民
家
脇
の
小
路
を
抜
け

る
と
「
長
等
公
園
」、
こ
こ
は
大
津
随
一

の
桜
の
名
所
と
い
う
。 

 

約
九
百
本
の
桜
花
の
園
を
イ
メ
ー
ジ

し
な
が
ら
の
昼
食
と
な
る
。
酒
も
ま
わ

り
ご
機
嫌
な
ひ
と
時
を
過
ご
し
、
午
後

一
時
山
道
に
入
る
。 

 

野
鳥
観
察
ス
テ
ー
ジ
な
ど
を
経
て 

峠
に
か
か
っ
た
辺
り
で
視
界
が
広
が
り
、

展
望
台
の
眼
下
に
は
大
津
市
街
か
ら
琵

琶
湖
、
対
岸
の
近
江
富
士
も
見
渡
せ
る
。 

 

急
坂
を
下
り
き
る
と
「
逢
坂
山
」
の

麓
、
鄙
び
た
感
じ
の
「
蝉
丸
神
社
」
が

ひ
っ
そ
り
と
佇
ん
で
い
る
。 

 

こ
の
神
社
境
内
に
は
謡
曲
（
能
）
舞

台
が
あ
り
、
謡
「
蝉
丸
」
の
奉
納
の
会

が
執
り
行
わ
れ
て
い
る
由
。 

 

芸
能
の
神
へ
の
参
拝
も
済
ま
せ
て
、

次
回
は
年
明
け
に
万
葉
集
ゆ
か
り
の

「
山
の
辺
の
道
」
散
策
を
内
定
し
散
会
。 

 
 
 
 
 
 

（
熊
倉
寛
記
） 

 

ゴ
ル
フ
同
好
会 

本
部
第
二
二
回
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ 

 

平
成
十
六
年
十
月
十
四
日(

木) 

 

大
厚
木
Ｃ
Ｃ
桜
コ
ー
ス 

 

 

参
加
十
五
名 

安
藤
明
義
、
井
伊
國

裕
、
市
村
義
雄
、
岩
田
幸
三
、
大
庭
忠

利
、
亀
田
実
、
坂
本
堅
一
、
篠
島
秀
明
、

菅
澤
武
彦
、
高
橋
健
二
、
高
橋
義
衛
、

原
田
浩
次
、
牧
原
稔
、
山
田
守
士
、
山

本
猛 

 

水
を
含
ん
だ
芝
生
の
た
め
、
ボ
ー
ル

の
転
が
り
が
悪
い
の
が
気
に
な
っ
た
程

度
で
、
好
天
候
の
下
、
初
参
加
の
菅
澤

さ
ん
を
含
む
参
加
者
全
員
日
頃
磨
い
た

技
を
競
い
合
い
、
プ
レ
ー
を
充
分
楽
し

む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

今
回
に
限
り
、
大
波
賞
、
小
波
賞
、

水
平
賞
、
ラ
ッ
キ
イ
セ
ブ
ン
賞
、
当
月

（
十
位
）
賞
等
、
賞
品
の
数
を
ぐ
ん
と

増
や
し
た
た
め
、
プ
レ
ー
に
い
っ
そ
う

熱
が
入
り
、
一
人
で
三
個
の
賞
品
を
獲

得
す
る
幸
運
な
人
が
現
れ
た
り
し
て
、

大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。 

優
勝 

 

山
本
猛 

準
優
勝 

篠
島
秀
明 

第
三
位 

牧
原
稔 

Ｂ
Ｇ 

市
村
義
雄
八
三(4

3
,4

0
) 

ニ
ア
ピ
ン
賞 

篠
島
秀
明
、
市
村
義
雄
、

亀
田
実
、
原
田
浩
次 

特
別
賞 

山
田
守
士 

 
 
 
 
 
 
 
 

(

篠
島
秀
明
記) 

 
 

長
浜
支
部
第
二
三
回
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ 

 

平
成
十
六
年
十
月
八
日
（
金
） 

 

彦
根
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部 

 

参
加
二
七
名 

雨
森
作
仁
、
石
丸
正

明
、
岩
根
信
次
、
尾
本
光
弘
、
加
藤
勲
、

神
部
勇
作
、
草
野
康
雄
、
小
林
一
好
、

後
藤
健
二
、
笹
原
榮
之
助
、
柴
田
壽
一
、

柴
田
弥
蔵
、
高
橋
恭
明
、
竹
田
善
祐
、

田
辺
太
美
雄
、
富
岡
秀
雄
、
中
山
勉
、

中
村
民
夫
、
西
沢
芳
朗
、
野
田
和
久
、

服
部
重
受
、
藤
田
稔
、
松
宮
正
之
、
森

川
栄
壽
、
山
口
滋
、
山
田
知
男
、
柴
田

清
廣 

 

大
阪
支
部
の
山
口
さ
ん
と
両
森
さ
ん
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も
参
加
さ
れ
、
賑
や
か
な
会
に
な
り
ま

し
た
。 

 

雨
足
が
弱
ま
る
気
配
が
な
い
た
め
正

式
競
技
は
ハ
ー
フ
だ
け
と
な
り
、
希
望

者
の
み
、
残
り
の
ハ
ー
フ
を
プ
レ
ー
し

て
終
了
し
ま
し
た
。 

 

懇
親
会
で
は
馬
券
と
オ
ネ
ス
ト
ジ
ョ

ン
ゲ
ー
ム
の
発
表
も
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 
 

優
勝 

 

藤
田
稔 

準
優
勝 

神
部
勇
作
（
Ｂ
Ｇ
）
七
六 

第
三
位 

加
藤
勲 

 
 
 
 
 
 
 
 

（
柴
田
清
廣
記
） 

大
阪
支
部
第
六
回
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ 

 

平
成
十
六
年
九
月
三
十
日
（
木
） 

 

サ
ン
グ
レ
ー
ト
Ｇ
Ｃ 

 

小
雨
シ
ョ
ボ
降
る
中
の
ス
タ
ー
ト
で

し
た
が
、
後
半
や
っ
と
晴
天
と
な
り
ま

し
た
。
ス
タ
ー
ト
時
間
を
集
合
時
間
と

勘
違
い
す
る
御
仁
も
あ
り
、
て
ん
や
わ

ん
や
。
そ
れ
で
も
一
応
全
員
揃
い
、
い

つ
も
通
り
和
気
藹
々
の
中
終
了
し
ま
し

た
。 

 

優
勝 

 

能
瀬
庄
一 

 

準
優
勝 

雨
森
作
仁 

 

第
三
位 

岡
本
益
弘 

 

Ｂ
Ｇ 

 

雨
森
作
仁 

八
七 

参
加
者 

岡
本
益
弘
、
雨
森
作
仁
、
松

本
弘
、
宇
塚
正
、
南
野
彰
宏
、
吉
田
康

子
、
能
瀬
庄
一
、
平
井
穣
、
山
本
功
、

山
口
滋
（
記
） 

 
 

 

 

テ
ニ
ス
同
好
会 

 

本
部
秋
季
大
会 

平
成
十
六
年
十
一
月
十
六
日(

火) 

場
所 

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ

（
東
京
・
高
井
戸
） 

参
加
者
十
七
名 

井
伊
国
裕
、
石
橋
正

康
、
市
村
義
雄
、
伊
藤
春
生
、
小
倉
武

司
、
川
上
治
夫
、
篠
島
秀
明
、
菅
原
彦

一
、
関
守
二
、
高
橋
義
衛
、
土
川
猛
弘
、

西
林
公
助
、
原
田
浩
次
、
藤
原
志
朗
、

牧
原
稔
、
宮
下
和
久
、
安
田
久
雄 

試
合
形
式 

四
ゲ
ー
ム
先
取
・
ノ
ン
ア

ド
方
式 

 

前
日
の
雨
が
嘘
の
よ
う
な
小
春
日
和

を
思
わ
せ
る
絶
好
の
秋
晴
れ
に
恵
ま
れ
、

高
橋
会
長
以
下
半
年
振
り
の
お
手
合
わ

せ
に
夫
々
の
想
い
を
込
め
て
熱
戦
が
繰

り
ひ
ろ
げ
ら
れ
ま
し
た
。 

 

各
人
歳
を
忘
れ
五
試
合
前
後
の
試
合

を
こ
な
し
ま
し
た
が
、
そ
の
間
、
関
さ

ん
の
二
人
の
お
孫
さ
ん
の
応
援
や
幹
事

の
組
み
合
わ
せ
の
妙
の
お
蔭
で
全
勝
者

も
全
敗
者
も
な
く
和
気
藹
々
の
う
ち
に

終
わ
り
ま
し
た
。 

 

恒
例
の
有
志
（
大
半
の
十
四
名
が
出

席
）
に
よ
る
懇
親
会
は
高
井
戸
駅
横
の

中
華
料
理
店
に
て
、
各
々
の
近
況
報

告
・
試
合
の
反
省
・
言
い
訳
等
で
わ
い

わ
い
が
や
が
や
と
楽
し
い
一
夕
を
過
ご

し
た
後
、
来
春
の
再
会
を
期
し
て
無
事

終
了
し
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 

（
原
田
浩
次
記
）  

フ
ォ
ト
サ
ー
ク
ル
２
０
０
０ 

「
第
十
回
撮
影
会
」 

平
成
十
六
年
十
一
月
九
日
（
火
） 

於 

奥
多
摩
・
御
岳 

参
加
者 

広
江
昭
道
、
柳
澤
知
男
、
久

保
秀
雄
、
山
崎
勲
、
山
本
猛
、
吉
井
道

郎
、
西
林
公
助 

 

十
一
時
御
岳
駅
に
集
合
、
絶
好
の
写

真
日
和
と
な
っ
た
。
時
間
前
に
着
い
た

人
は
待
ち
き
れ
ず
「
御
岳
橋
」
か
ら
見

事
に
紅
葉
し
た
木
々
と
川
の
流
れ
を
、

三
脚
を
立
て
て
パ
チ
リ
、
パ
チ
リ
。 

 

全
員
が
揃
っ
た
と
こ
ろ
で
、
バ
ス
、

ケ
ー
ブ
ル
、
リ
フ
ト
と
乗
り
継
ぎ
御
岳

山
山
頂
へ
。
今
年
の
紅
葉
は
異
常
気
象

の
た
め
か
、
例
年
の
奥
多
摩
よ
り
精
彩

を
欠
い
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。 

 

そ
れ
で
も
、
良
い
被
写
体
を
求
め
て

重
た
い
バ
ッ
ク
と
三
脚
を
担
い
で
歩
い

た
り
、
駆
け
上
が
っ
た
り
、
思
い
思
い

の
場
所
か
ら
傑
作
作
り
に
取
り
組
ん
だ
。

モ
ミ
ジ
、
イ
チ
ョ
ウ
を
あ
き
ら
め
、
多

摩
川
の
清
流
に
レ
ン
ズ
を
向
け
る
人
も

い
た
。
こ
れ
も
良
し
。
御
岳
か
ら
沢
井

間
の
川
沿
い
を
写
し
た
の
だ
が
、
終
わ

る
頃
に
は
、
皆
く
た
く
た
。
口
数
も
少

な
く
な
っ
て
い
た
。 

 

十
七
時
頃
立
川
駅
前
の
居
酒
屋
で
乾

杯
、
酒
と
肴
が
旨
い
こ
と
。
こ
れ
が
目

的
で
来
て
い
る
人
が
多
い
？ 

 

当
日
は
、
作
品
が
ま
だ
カ
メ
ラ
の
中

に
あ
る
故
、
最
高
の
写
真
が
写
せ
た
と

思
い
こ
み
自
慢
話
も
飛
び
出
す
、
酒
量

が
上
が
る
こ
と
。
十
九
時
お
開
き
。
今

後
多
く
の
方
の
参
加
を
期
待
し
て
お
り

ま
す
。 

（
西
林
公
助
記
） 

 

趣
味
、
健
康
、
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク 

 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
歌
壇
・
俳
壇
に
入
選 

 

柴
田
弥
蔵
さ
ん
は
、
毎
週
土
曜
午
前

七
時
半
か
ら
放
送
さ
れ
て
い
る
「
Ｎ
Ｈ

Ｋ
歌
壇
」
に
投
稿
し
、
こ
れ
ま
で
何
回

も
入
選
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

平
成
十
六
年
十
二
月
二
十
五
日
放
送

の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
歌
壇
入
選
作
品 

 

題
：「
闇
」 

選
者
：
福
島
泰
樹 

「
屈
葬
の
死
者
屈
み
ゐ
む
墓
地
の
闇
鋭

き
声
に
木
枯
渡
る
」 

（
海
軍
兵
学
校
予
科
在
学
中
、
校
舎
が

空
襲
で
焼
か
れ
、
野
宿
し
て
い
る
時
に

腸
チ
フ
ス
が
流
行
り
、
死
ん
だ
生
徒
達

が
惨
め
な
扱
い
を
受
け
た
情
景
を
想
い

出
し
て
の
作
品
） 

 

平
成
十
七
年
一
月
二
十
二
日
Ｎ
Ｈ
Ｋ

ホ
ー
ル
で
発
表
さ
れ
る
Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
国
短

歌
大
会
の
入
選
作
品 

 

「
居
並
び
て
な
に
語
る
な
く
古
宿
に

少
し
欠
け
た
る
月
眺
め
を
り
」 

 

平
成
十
六
年
十
月
十
六
日
放
送 

特

選
第
二
席
入
選
作
品 

「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
歌
壇
」

十
二
月
号
掲
載 

「
無
造
作
に
掴
み
し
小
銭
を
目
で
数
へ

た
こ
焼
店
主
釣
銭
返
す
」 

 

選
者
小
島
ゆ
か
り
評
：「
目
で
数
へ
」

に
よ
っ
て
、
一
首
全
体
が
ぱ
っ
と
生
き

た
。
そ
れ
は
、
無
造
作
に
掴
ん
だ
小
銭

だ
か
ら
こ
そ
、
た
こ
焼
店
主
だ
か
ら
こ

そ
。
実
に
う
ま
い
一
首
。 

 

平
成
十
三
年
十
月
二
十
一
日
放
送 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
歌
壇
入
選
作
品 

 

題
：「
公
園
」
選
者
：
道
浦
母
都
子 

「
公
園
の
忠
霊
塔
に
ひ
ざ
ま
ず
き 

し
ば
し
動
か
ぬ
パ
ラ
ソ
ル
一
つ
」 

 

選
者
評
：
肉
親
か
知
人
か
が
祀
ら
れ

て
い
る
忠
霊
塔
。
そ
の
前
で
祈
り
を
捧
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げ
る
女
性
。「
し
ば
し
動
か
ぬ
」
が
敬
虔

な
思
い
を
伝
え
る
一
首
。 

 

平
成
十
二
年
度
滋
賀
県
芸
術
文
化
祭

特
選 

選
者 

木
村
光
子 

「
あ
き
つ
飛
ぶ
ど
ん
ど
ん
橋
の
袂
ま
で

都
会
へ
戻
り
ゆ
く
子
を
送
る
」 

選
者
評
：
ふ
る
さ
と
を
後
に
都
会
へ
戻

る
子
を
送
る
親
の
情
が
滲
む
。
余
分
な

直
情
の
排
除
が
佳
。 

 

柴
田
弥
蔵
さ
ん
は
退
職
後
、
レ
イ
カ

デ
ィ
ア
大
学(

地
域
の
文
化
活
動
を
推

進
す
る
人
を
育
成
す
る
県
の
組
織)

に

入
学
さ
れ
ま
し
た
が
、
必
須
科
目
に
短

歌
が
あ
り
、
こ
の
時
か
ら
短
歌
を
始
め

ら
れ
ま
し
た
。
短
歌
の
結
社
「
好
日
」

に
所
属
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
す
。 

 

俳
句
の
方
は
結
社
「
龍
鼻
」
に
所
属

さ
れ
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
俳
壇
に
も
毎
月
出
品
さ

れ
て
い
ま
す
。
俳
句
も
数
多
く
入
選
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
中
か
ら
一
句
だ

け
ご
紹
介
し
ま
す
。 

 

「
身
震
ひ
を
し
て
白
鳥
に
啼
か
れ
け

り
」 

(

「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
俳
壇
」
平
成
十
六
年

四
月
号
掲
載 

佳
作
入
選) 

※
平
成
十
七
年
一
月
二
十
二
日
開
催

の
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
国
短
歌
大
会
」
の
放
送

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。(

柴
田
清
廣
記) 

 
 

 

 

第
一
回
平
塚
Ｏ
Ｂ
会
作
品
展 

会
場 

平
塚
市 

ひ
ら
つ
か
市
民
プ
ラ

ザ
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー 

平
成
十
六
年
十
二
月
九
日
（
木
）
～
十

二
月
十
四
日
（
火
） 

 

初
め
て
の
試
み
で
不
安
は
あ
り
ま
し

た
が
冒
険
心
と
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
で
作

品
展
を
企
画
し
ま
し
た
。 

 

何
か
ら
手
を
つ
け
れ
ば
良
い
の
か
、

手
探
り
の
状
態
で
準
備
を
始
め
、
Ｏ
Ｂ

会
作
品
展
を
参
考
に
、
出
品
者
を
は
じ

め
多
く
の
皆
さ
ん
の
協
力
で
飾
り
付
け

を
終
え
、
開
催
に
こ
ぎ
つ
け
ま
し
た
。

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

作
品
展
は
、
会
員
の
創
作
作
品
を
大

勢
の
人
に
見
て
も
ら
い
自
己
の
励
み
に

繋
げ
、
趣
味
を
通
し
て
交
流
の
場
に
な

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。 

 

作
品
は
、
来
場
者
の
興
味
を
強
く
惹

い
た
盆
栽
や
茅
葺
き
屋
根
の
家
、
独
創

的
な
陶
芸
、
会
場
を
華
や
か
に
飾
る
吊

り
雛
、
人
柄
を
忍
ば
せ
る
古
木
、
制
作

者
の
思
い
入
れ
と
情
熱
を
彷
彿
さ
せ
る

彫
刻
、
絵
画
、
写
真
等
々
、
出
品
者
二

十
三
名
、
作
品
数
約
八
十
点
を
数
え
、

質
や
内
容
の
深
さ
に
つ
い
て
高
い
評
価

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

初
日
に
は
、
地
方
新
聞
社
よ
り
作
品

展
に
つ
い
て
取
材
を
受
け
、
幸
先
の
良

い
ス
タ
ー
ト
を
切
り
、
入
場
者
数
が
千

名
を
超
え
、
初
歩
的
な
問
合
せ
か
ら
高

度
な
質
問
ま
で
、
応
対
し
た
実
行
委
員

が
う
れ
し
い
悲
鳴
を
上
げ
ま
し
た
。 

 

思
い
が
け
な
い
諸
先
輩
・
同
輩
が
顔

を
見
せ
て
く
だ
さ
り
、
時
な
ら
ぬ
交
流

の
場
と
な
り
、「
開
催
し
て
良
か
っ
た
」

が
一
同
の
素
直
な
感
想
で
す
。 

 

平
塚
Ｏ
Ｂ
会
は
、
平
成
十
五
年
六
月

発
足
、
平
塚
工
場
勤
務
者
の
有
志
で
構

成
し
、
会
員
相
互
の
親
睦
と
心
身
の
活

性
化
に
努
め
、
岡
本
満
男
会
長
、
中
川

実
信
代
表
幹
事
、
幹
事
若
干
名
、
会
員

百
名
を
数
え
る
に
至
っ
て
い
ま
す
。 

 

今
ま
で
、
発
足
会
、
総
会
、
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
、
ハ
イ
キ
ン

グ
、
バ
ス
旅
行
、
ゴ
ル
フ
等
を
挙
行
し

て
い
ま
す
が
、
今
後
も
二
～
三
ヶ
月
に

一
回
位
の
割
合
で
行
事
を
行
い
た
い
と

思
い
ま
す
。 

 

平
成
十
七
年
二
月
開
催
の
平
成
十
六

年
度
総
会
に
は
、
小
田
原
市
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
観
光
協
会
の
山
田
昇
会
長
を
お
招

き
し
て
、
講
演
「
定
年
後
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
精
神
に
基
づ
い
た
社
会
貢
献
」
を

予
定
し
て
お
り
ま
す
。 

 

今
後
も
活
動
内
容
の
充
実
と
会
員
の

親
睦
を
図
る
と
と
も
に
、
少
し
で
も
地

域
社
会
の
お
役
に
立
て
れ
ば
幸
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
皆
様
の
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 
 
 
 

（
田
中
須
賀
男
記
） 

  
 

 

Ｏ
Ｂ
会
事
務
局
か
ら 

▽
会
員
の
状
況 

全
会
員
数 

五
七
三
名 

本
部
三
一
五

名 

長
浜
一
七
四
名 

大
阪
三
六
名 

名
古
屋
二
一
名 

九
州
二
七
名
（
平
成

十
六
年
十
二
月
六
日
現
在
） 

▽
訃
報 

奥
田
民
雄
殿 

平
成
十
六
年
六
月
三
日

逝
去 

姫
田
四
郎
殿 

平
成
十
六
年
六
月
二
十

九
日
逝
去 

小
島 

孝
殿 

平
成
十
六
年
七
月
二
十

四
日
逝
去 

広
根
国
衛
殿 

平
成
十
六
年
八
月
十
日

逝
去 

綿
屋
貞
紀
殿 

平
成
十
六
年
九
月
八
日

逝
去 

甘
粕
慎
一
殿 

平
成
十
六
年
十
月
十
八

日
逝
去 

関 

信
之
殿 

平
成
十
六
年
十
月
二
十

二
日
逝
去 

慎
ん
で
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

Ｏ
Ｂ
会
作
品
展
の
ご
案
内 

会
期 

平
成
十
七
年
二
月
二
十
二
日

（
火
）
～
二
月
二
十
七
日
（
日
） 

時
間 

午
前
十
時
～
午
後
六
時 

 

（
初
日
は
正
午
か
ら
、
最
終
日
は
午

後
四
時
ま
で
） 

場
所 

神
奈
川
県
民
ホ
ー
ル
第
一
展
示

室 

京
浜
東
北
線
関
内
駅
石
川
町
駅
よ

り
徒
歩
十
五
分
、
み
な
と
み
ら
い
線
日

本
大
通
り
駅
か
ら
徒
歩
五
分 

問
合
せ
先 

平
松
久 

電
話0
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7
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4
4

 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

0
3

―3
7

0
8

―6
8
6

8
 

 

発行者：三菱樹脂ＯＢ会事務局 〒110–0016  東京都台東区台東 4–19–9  山口ビル 7–2Ｆ 
      ㈱ダイヤサービス東京支店内  担当 原島尚参 TEL 03–3834–9174 FAX 03–3834–8837 

編集委員 

 市村義雄       TEL/FAX:0463-55-7235      e-mail ichiyo–ei@k2.dion.ne.jp 

 加藤進        TEL/FAX:03-3709-3610      e-mail ssmkato@oregano.ocn.ne.jp 

 黒川亮        TEL/FAX:047-447-2881      e-mail heichuan@m19.alpha–net.ne.jp 

 柴田清廣       TEL/FAX:0749-65-7834      e-mail shibapin@guitar.ocn.ne.jp 

 原田浩次       TEL/FAX 045-621-3355      e-mail kh8893@mb.infoweb.ne.jp 

 吉井靖        TEL/FAX:045-811-9390      e-mail yoshiiya@skyblue.ocn.ne.jp 

OB 会ホームページのアドレス    http://www.obkai.mpi–mrc.co.jp/ 


